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分
が
貯
蓄
に-向
け
ら
れ
ねW

な
ふ
ぬ
。，
資
本
財
度
業
が
縮
小
ノ
す
る
の
は
-、
、
限
界
消
賢
性
向
が
餘
り
に
も
高
い
か
ら
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あ
つ
て
、
そ
木
が-餘
$

に
も
俄
い
か
ら
で
は
な
い0(
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つ
が
リ
カI
ド
，ォ

繁

に

基

べ

崩

壊

を

防

止

す

る

か

或

'ば
輕
く
す

V

た
め
の
裏
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
今
日
の
經
濟
的
危
機
は 

單
な
る
リ
カ
丨
ド
ォ
效
果
に
ょ
？

說f

れ
得
f

の
で
は
な
い
。
從
？

こ
の
外
に
もi

重
要
I

對
策
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ 

，
こ
と
は
も1

ん
で
あ
る
。‘然
し
本
論
に
，お
い
て
は
、
こ
の
や
ぅ
な
政
策
を
述
べ
る
こ
と
は
目
的
で
比
な
く
。
な

リ

カ

I

ド
ォ
.效
果
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わ
が
渤
，の
現
段
階
に
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
た
に
と
ど
ま
る
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で
あ
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戦
後
世
界
植
，芜
地
問
題 ，
の

所
在
點

山

本

登

序

言

周
知
の
如
く
、
戰
後
の
世
界
政
治
♦

經

濟

の

推

移

，は
，ノ

大

き

く

見

.て
、
ア
メ
リ
カ
的
な
方
式
ど
ソ
連
佩
な
方
式
の
推
進
^
ひ
に
兩
者
の 

對
立
を
中
’
心
に
！̂

サ
らi

づ

、
み
'̂
こ
と
に
去
る
三
月
の
ト
ル
ー
マ
ジ
米
國
大
統
領
の
希• 

•土
援
助
に
關
す
る
聲
明
以
來
、
ア
メ
リ 

力
の
對
ク
强
硬
外
交
：
反
共
政
策
の
採
用
、
近
く
は
マ
ー
シ
ャ
ル
、提
案
，に

邀

づ

く

歐

洲
#

議
、
さ
ら
に
釙
印
講
和
豫
|

議
の
開
催 

を
め
ぐ
る
®

阈
の
$L

櫟
を
軸
と
し
て
•

漸
く
そ
の
對
立
は
探
ま
る
か
の
如
き
感
を
與
へ
る
}0
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し
か
し
乍
ら
、
か
か
る
摩
擦
の
進
展
が
、
そ
の
ま
ま
涯
し
な
き
對
立
の
溝
へ
一

：

第
三
次
大
戰
へ
導
く
と
見
る
の-は
尙
早
で
あ
り
、
第

-
..V' 

:
: 

... 

- 

... 

. 

…

-.■
.
.
.

' 

: 

- 
. 

: 

:
■

-
-
.:

,

，
い

.' 

.

.

.

..-V 

-
■

•■.
.
:
:
:
.

 

■ 

. 

■ 

... 

, 

- 

V

二
次
大
■

の
恆
久
的̂

世
，界
平
和
の'^
現
と
ぃ
.ふ
央
同
以
目
檩
に
命
つ
て.
ア
メ
リ
カ
、
ソ
連
邦
を
含
む
世
界
各
國
の
努
力
が
拂
は
れ
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つ
あ
る
事
實̂

、
k-

視
し
て
は
な
ら
な
い
。
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策
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界
政
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濟
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可
^
的
速
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な
る
安
定
化 

を
念
願
と
す
る
に
對
し
、
ソ
述
邦
の
そ
，れ
が
1E

に
對
瞒
的
に
、
謂
は̂'
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咚
の
ど
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？
こ
'
の
點
に
».

ル
、
去
る
四
、I

の
か
の
ス
タ
ー
.リ
ン
•

ス
タ
ッ
4

ン
务
談
の
內
容
气
•询

に

示

唆

‘に
富
む 

も
の
と
い
.へ
る
。
と
く
に
，ス
タ
ー
リ
ン
が
->
©•

力
の
可
能
性
と
協
办
の
欲
求
と
の
問
に
區
別
を
つ
け
•る
；べ
き
こ
と
を
指
摘
し
•

益
力
©
可 

能
竹
は
3

3

^存
在
(̂

る
が〜

：̂
カ
す
る
欲
求
は
常
に
存
^

す
る
も
の
で
な
い
，と
し
て
、「

(

米
.

ソ
の)

ニ

つ

の

相

異

る

が

、
JC

诗
中 

^

ブ
で
‘
き
す
と
す
れ
ば
何
故
平
時
に
-

*t

力
で
き
な
い
こ
と
が
あ
ら
う
力0

檢
カ
を
欲
す
る
な
ら
ば
、
異
る
經
濟
機
^

(0

.下
で
も
協
カ 

は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
協
力
を
欲
し
な
,̂

れ
ば
、
同
一
の
經
濟
組
織
の
下
で
も
國
家
及
び
阈
段
は
相
互
に
戰
ふ
こ
と
r
に

な

る

」

と

.^
調 

レ
?:

こ
と
を
想
起
す
.べ
き
で
あ
ら
う
。

一
方
の
#

見
說
で
は
あ
る
が
、
來
•

ソ
を
中
心
と
す
る
戰
後
の
世
界
政
治
•

智
濟
動
向
を
推
斷
す 

る
上
に
•

見
逃
せ
ぬ
• 

5

料
で
あ
ら
う
9 

•

丨
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現
下
の
&

に
關
す
る
限
り
、
對

獨

講

議

の

决

傲

後
:.
,
法
洲
後
S

^

.;
M

の
*

案
、
一：對
：B-
講
和
豫
備<

1
®

の
提
唱
等
-
,問
題
は
：引
續 

き
米
•

ソ
を
兩
極
と
す
る
諸
大
國
間
の
交
渉
を
軸
、と
し
て
進
め
ら
れ
つ
、
あ
る
か
fo
-
•如
く
で
あ
る
が
、
ぞ
の
半
面
に
お
い
.て
'
戰
後
の
出 

界
政
跆
•

經

濟

麗

の

』
，

環
と
し
て
、
植
赴
地
間
題
の
海
超
ゼ
_

視
：̂

^

10
-

^

說
>

::
:
:

5

';
‘
l

':
'
;
:
v
:
p 

:

0

i

ィ
ラ
ン
問
題
*

パ
レ
又
チ
ナ
問
傳
；印
;«

观
&

"

:ィ

ン

ボ

女

チ

間

題

：，

％

^

ド
ネ
シ#

問

題

、.朝

離

問

題

等

：々;>
.
戰

後

に

お

い 

て
•

<*
M

民
督
體
の
向
^

に
關
す
る
諸
問
題
政
—

,

で
提
起
'：
？

れ

、

且

づ
?̂

の
#〜

、
は
目
下
係
爭
-̂

で

あ

x:
>)

れ
が
解
決
を
め
ぐ 

づ
て
、
獨
ソ
當
事
國
間
の
み
な
ら
す
、
.世
#:
0

政
治
：，&

_

の
：歸
趨
_

定
す
ポ
ぎ
多
む
-0
:
;耍壤
がれ
/

つ

X'
;
.あ
る
と
見
な
け
れ
ば 

な
ら
な
い
。
か
く
て
戰
後
の
世
界
政
治
，.•
.經
濟
の
：諸
問
題
の
圓
滿
な
解
.決
--
0

!3

め
'
,に

ぼ

、
，
そ
の

一
.
'つ
0-
:要

因

と;0
1:
;

''

植
民
地
.
問

題

の

钙
 

本
例
解
決
が
不
可
被
と
せ
ら
れ
る
所
以
で
.あ
る
6
へ
棄
じ
：今

や

、
遞

民

驰

問

顧

は

'、；
常
に
本
國
對
猶
民
地
0

關

腺

に

：お
：
い
T
. 

V

な
ぐ
、
世
报 

經
濟
の
現
段
階
に
お
い
て
は
，
正
に
國
際
的
規
模
に
お
い
て
取
り
.上
げ
.ら
れ
な
け
れ
ば
.な

ら

な

い

か

ら

；
で
あ

.る
。

か
、
る
第
情
の
理
獬
の?:
め
|-

は
、
'戰
爭
中
±
|)
.,
戰
後
に
.及
.ぷ

世
-#

敗
治
，
經
濟
，の
變
貌̂
货
最
と
し
.'1
'

、
*:
•

.

-V

;-
;
.
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U
 ::

經
濟
的
變
轉
.の
^

^

明
ら
か
に
し
な
け
れ
.ば
な
レ
ぬ
0

今
前
者
に
つ
い
て
は
讃
者
の
常
識
的
理
解
に
こ
れ
を
委
ね
.

後
者
に
ヴ
い
て
勘
_

.
•ぐ
ん
：

:;
-

考
す
る
場
合
、
何
よ
り
も
次
の
跻
則
が
前
提
と
さ
れ
.な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.0

.

P

「

風
族
問
題
成
び
に
植
说
地
問
題
を
解
決
する
に
當
つ

•
て
は
、
抽
象
的
命
題
よ
り
出
發
せ
す
に
、
11
.ハ
體
的
な
る
現
馊
性
を
有
す
る
諸
現
象
よ
り
出
發
せ
ね
ば
な
ら
ぬ」

と
の
一
事
で
あ
る
。
唯
不

‘

幸
な
こ
と
に
.は
‘

戰
時
中
よ
り
戰
後
に
か
け
て
の
所
謂
植
拔
地
箏
情
l

i

oい
て
は
、
資
料
の
不
足
に
邀
ち
こ
れ
を
詳
ら
か
に
し
得
な
.

、

い
。
そ
こ
で
玆
で
.は
，
上
‘の
肢
則
論
を
胸
に
止
め
つ
て
*
戰
後
に
お
け
る
植
民
地
問
題
の
所
布
點
を
摘
出
す
ゐ
ぶ
と
を
以
て
ゾ
本
論
稿
办

,

、
、

、

■
骨
子
と
し
度
い
。
謂
は
r

こ
れ
は
疆
の
世
界
植
民
地k

題
に
關
す
る
序
論
的
»•

概
論
的
考
察
を
な
す
^

.の.で
あ
る
。
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积
開
他
中
^

西
歐
祺
興
會
議
す
^

贽
:f
i

顧
齋
の
■

^

^

擺

ナ
':
--
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4
 

ン

,
間
題
に
'對
し
て
、
大
な
る
意
義
を
S

點

紀

觀

如

寒.

缓
.：

策

奪

へ

输

：.读

,

.
參
加
國
中
、
英
.
.佛
.
砌
.
白
*
葡
の
五
ヶ
國
の
み
に
て.
全
11
1
-界
の
戰
線
の
結
成
へ
、の危惧

〕

を
-及
ぼ
さ
ざ
る
を
桫
な
い
の
で
あ
る。
-

•

植
K-

地
領
域
の
大
凡
九

0
-
7

九
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を
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冲
る
。
か
く
て
西
歐
ブ
ロ
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规
段
隞
に
お
け
る
批
界
植
域
地
問
題
の
所
在
點
を
明
ら
か
に
す
る
に
當
つ
て
は

* (

ー)

に
は
赁
提
的
理
解
の|:
め
に
* (

ニ)

に

ば
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較■

与
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意
味
に
お
い
て
、m
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夹
大
戰
よ

り

f

.
一
次
大
戰
前
に
い
た
る
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間
に
お
け
る
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世
界
の
政
治.經
勝
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お
け
る
植
民
地
の
地
位
を
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あ
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ま
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改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
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典
型
阶
な
帝
阐
主
義
戰
爭
と
し
て
戰
は
れ
た
第
ー
次
丸
戰
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を
通
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，
旦
つ
そ
の
後
に
お
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經
濟
の
發
展
過
程
に
、お
い
て
、
破
妈
地
の
谓
か
れ
た
地
位
、
そ
の
與
へ
ら
れ
た
役
削
は
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-自
ら
明
ら
か
な
る
も
の
が
あ
つ
た
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植
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1義
_
僵

霞

し
、
又
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
が'反
帝
國
主
義
的
植
為
地
解
放
運
動
に
拍
車
を
か
け
た
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1
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に
つ
い
て
は
、
儆
瞭
中
、
數
多
く
-の
後
進
國

と
共
忙
各
驚
地
に
お
け
各
經
觀
的
發
展|

ヱ
.

化
の
促
龜
が
導
か
れ
，

'

そ
れ
は
饕
に
お
い
て
資
本
虫
義
請
國
の
市
場
の
問
題
に
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新
?:

尨
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題
を
投
中V
に
足
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。
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麗
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-怫
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め
.新
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し
た
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共

に

、
各
々
自
己
の
經
濟
的
復
舊

——

資
本
主
義
*
的
發
展
の
維 

持
"
向
吉
努
力
を
傾
倒
し
、
且
つ
世
界
資
木
生
義
體
制
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確
立
を
念
願
と
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た•限
及
に
お
い
て
、
各
植
民
地
は
そ
の
後
の
經
過
に
お
い 

て
、
各
本
®

と
の
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係
に
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お
い
て
、
又
固
際
的
な
資
本
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同
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前
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钨
族
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決•主
義
は
、
植
扭
地
に
お
い
て
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普
す
る
こ
と
な
く
し
て終
り
、娜ふ
る
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資
本
主
義
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に
ょ
■
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；
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プ
干
涉
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地
^

族
運
働
の
抑
壓
に
，
ま
で
，延

譬

れ
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藉
レ
こ
の
時

'期
に
お
い
て
、
植
民
地
に
お
け
る
民
族
運
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は
、
も
は
や
軍
純
ぶ
民
族
運
動
と
し
て
企
ら
中
ノ
社
會
襄
革
命
運
動
と
し
て
の
様
相
墓
し
は
じ
免
ゐ
た
の
で
あ
る
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所
謂
植
民
地 

历
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摘
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對
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的
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维
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味
す
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對
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的
に
は
‘鬆
舊
衆
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澍
支
配
階
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へ
の
解
放
議
と
し
て
の
意
義
を
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へ
?:0

'

 

. 

‘
，

/ 

-

ま
た
べ
一E

H

業
化
I

進
に
づ
い
て
は
、.そ

れ

が

本

國

工

業

義

备

螽

⑷

.
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
f

な
か
つ
芍
か

£

:-:
<

識
^

^
::
*

化
:̂
^

名
^

^

^
 奶 

m

灘
顧 

組̂

^

餐

黑

#
农 

費
化
政
^

1
舊
態
依
然
た
る
農
業
領
域
へ
，
の
逆
轉
と
ニ
-
廢

1̂

モ
ノ
ク
ー
ル
化
の
推̂-
で
あ
つ
?:
0 

、
 

•、

.
、、

1

似
し
ご
の
點
に
つ
い
て
は
.
多
く
の
植
鬆
工
業
ば
偷
、
輕
工
業
、
就
中
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級
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織
維
工
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す
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ら
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植
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い
て

、

H

-f
l

化
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ふ
も
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社
と
し
て
は
依
然
と
し
て
農
業
領
域
と
し
て
の
態
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を
持
續
す
る
も
め,#
く
*
高
々
帝
卿
主
義
的
色
彩
を
も
つ
た
原
料
獲
得
ひ
た
め
必
エ
業
化
に
止
あ
り
、
，植
民
地
獨
立
へ
の
經
濟
的
恶
礎
と 

し
て
は
、
頗

る

藩
|

の
で
あ〈

た
。
饕

、
木
國
の
反H

業
化
政
策
の
適
用
化
に
、
そ
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が
，容

f

謹

す

る

に
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つ
た
こ
と
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寧
ろ
當
然
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あ
り
、
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ら
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益
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外
國
資
本
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支
配
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，れ
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、
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戰
後
恐
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戡
づ
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世
界
資
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主
義
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榮
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。
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れ
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植
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內
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市
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甌
の
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經
濟
の
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に
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す
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漸
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國
に
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け
る
生
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力
の
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と
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場
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1
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の
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徼
成
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れ
た
。
こ
と
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け
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鋏
狀
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植
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狹
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な
く
世
界
資
本
主
義
の
基
本
的
矛
盾
と
目
さ
れ
る

も

の

，
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內
部
的
矛
盾
の
％
大
、.
1
、.
賓
本
ギ
M
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資
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莪
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導
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遂
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は
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恐
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の
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な
つ
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つ
つ
ノ
各
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
澍
立
を
深
め
る
結
紐
に
陷
つ
た
こ
と
に
つ
い
で
は
、
玆
に
縷
述
す
る
ま
で
も
な
い
。
い
つ
し
い
そ
れ
ぼ
恐
慌
克

. 

,

服
策
の
域
を
脫
し
て、
' 
各
資
本
主
義
國
に
と
つ
て
の
延
命
策
へ
と
轉
化
し
て
行
つ
?:

。
そ
の
間
に
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植
民
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は
、
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づ
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も
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が
て
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樞
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國j
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樞
軸
國」
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大
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營
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合
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ま
で
高
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ら
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界
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提
亂
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進
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仁
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植
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れ
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帝
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激
化
は
不
可
避
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新
植
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軸
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最
も
檢
極
的
で
あ
り
，
そ
れ
•：加

第

,
|次
大
戰
の
直
接
の
契
機
と
な
つ
た
こ
と
は
、
明
、

&

で
あ
る
，。
こ
A

事
は
、
ナ
チ
ス
の
領_
下
に
お
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る
.獨
逸
資
木
主
扇
經
濟
の
復
興
が
、
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に
當
時
の
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市
場
の
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と
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し
な
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點
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で
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こ
と
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味
す
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の
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び
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ル
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强
ヵ
ひ
撒
肝
を
八
此
て

>

所
在
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半
獨
立
國
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半
植
段
地
國
等
々
か
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既
成
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し
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獨
逸
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め
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鑛
大
す
る
こ
と
に
直
接
の
じ
か
も
緊
切
な
利
寄
を
見
出
し
た
に
外
な
ら
な
い
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か
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し
で
第
一
一
次
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識
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又
し
て
も
半
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立
國
乃
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半
植
民
地
國
、にお
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い
.て
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し
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は
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摘
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こ
の
戰
邵
の
時
期
を
通
じ
*
世
界
の
各
植
民
地
は
•

直
模
戰
場
と
化
し?:
地
捕
は
と
も
角
と
し.て
、
軍
事
的
に
も
經
濟
的
に
も
、
擧
げ 

，て
本
國
へ
の
協
力
活
動
に
金
力
を
：
a：
'
い
だ
9

こ
と
に
そ
れ
が
第
一
次
大
戰
の
場
合
に
お
け
る
が
如
く
、
單
.に
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援
の
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度
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阈
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强
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濟
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制
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環
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げ
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と
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植
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地
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治
的
•
經
濟
的
地
位
向

上
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に
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な
る
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つ
も
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で
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つ
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に
擧
げ
た
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一

次
，大
戰
，の
獬
放
戰
た
る
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格
に
鑑■み
、
植
民
地
に
，お
け
る
民
族
意
識
は
二
段
と
昂
揚
?

れ
、
、所
晴
テ
そ
-
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シ
ー
精
神‘の
適
用
下
に
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そ
れ
は
民
族
運
動
の
强
カ
な
展
開
を
導
い
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そ
し
て
こ
の
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本
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領
下
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南
方
諸
地
域
に 

初
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簠
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れ
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.
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濟
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を
弱
め
る
効
艰
を.̂
ぼ
し
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こ
と
に
本
國
と
絕
緣
間
係
に.あ
つ
?:

植
民
地
に
お.，：い
て-
は
、
昏
て
0
:本
國
へ
'の
'經
濟
的
.
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依
存
度
が
高
か
つ
た
だ
げ
に
ノ
非
常
に
.疲
弊
と
«-

窮
を
味
は
ざ
る
を1
な
<か
つ
.た
が
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そ
の
.間
を
本
國
の
力
に
攄
ち
ず
し
て
過
し
た
と
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ふ
苦
し
い
經
傲
は
、
却
つ
て
逆
に
自
主
性
確
立
へ
の
自
信
を
與
、
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に
資
し
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直
接
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火
を
蒙
ら
な
か
つ
た
植
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地
に
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い
て
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當
然
經
谱
的
發
展
说
促
進
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ら
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た
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、
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獨
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蒂
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仗
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蜜
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植
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濟
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第
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と
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れ
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植
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て

.

.
ノ
 
a

e

.
段
族
’

性
、
言
語
、
，宗
敎
の
差
別
な
く"
全
人
類
の
，權̂

^

に
基
本
的
自
.由
に
對
'す
.る
尊
敬
を
货
吹
オ
る
こ
.
と
0
;

•:
:

/
シ

,'
'
へ

右
の
酸
規
龄
の
指
示
す
る所
、
碰
に
.國
際
連
合
.

現
.實
の
.活
働
が
、.植
民
地
6

^
治
*
獨
立
«

動
に
'と
つ
、て̂

大
な
精
神
的
缚̂

と
な 

V

•
: 

•つ
化
こ
と
は
、
も
は
や
說
明
を
耍
し
な
い
。

バ

.

-

•

■'
.

'

,

.

(

四
}
前
述
ぬ(

一)

を
敗
て
、.
植
民
地
麻
治
、
獨
立
運

^

ヤ
の
精
神
的
支
柱
と
解
す
る
な
ら
ば
、
戰
後
に
お
'
け
る
ソ
連
.邦
の
國
際
的
地
位 

一“

の
向
上
，は
♦

觚
に
指
摘
し
た
如
き
植
民
，地
民
族
運
動
の
#

異
の
性
糌
ょ
，
り
し
て

、
1 ぞ
の
謂
は
で
事
實
的
な
促
迤
要
闼
と
な
つ
ね
こ
と
を
否 

ぐ 

' 

.
足
で
き
な
ぃ
。
各
地
の
共
：産
禮
並
び
に
紺
織
勞
働
へ
1

き
か
げ
を
通
じ
て
、
戰
後
の
植
民
伽
民
族
運
動
が
多
分
に
大
衆
的
な
革
命
運
動 

.

.

.
の
'1̂

彩
を
加
ぇ
つ
、
あ
る
こ
と
は
明
白'で
あ
る
。

.

.

、

.、

、
,

*

然
ら
俅
上
の
如
き
植
民
地
固
體
の
趨
勢
に
對
.b

て
、'
各
腺
民
本
國
の
立
場
は
妯
何
で
あ
ら
ぅ
か
。
、戰
時
中
上
り
戰
後
に
か
け
て
、
の
世
界 

\ 

;
露

の

推

移

、
と
く
に
植
民
地
側
の
動
向
か
ら
觅
で
、
第
—;

に
嘗
て
み
植
尻
主
義-
帝

國

主

義

の

改

訂

吒

，必
須
と
、見
ら
れ
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。
他
面
、
植
民
本
國
に
ど
つ
て
の
現
實
的
要
請
ば
、

'
經
濟
的
に
^

軍
事
的
に
ん
、
今
ま
で
と
は
異
つ
た
形
ビ
お
い
て
^

は
ぁ
る
- 

,,
■

が
、
' 
耆
の
麓
地
と
の
速
携
を
緊
密
化
さ
！

を
得
な
‘ぃ
と
の
S

に
迫
ら
れ
？

る
。
例
.へ
ば
I

の
强
大
甚
民
富
で
ぁ
つ
た

:

矣

，
佛
*

蘭
等
は
い
づ
れ
.も
著
レ
ぃ
被
戰
災
國
.で
、ぁ
る
0,

馨
の
經
濟
盼
再
建
の
た
め
に
は
：
各
植
圾
地
ょ
り
の
經
濟
的
援
助
を
希
狀
、す

;

;

- 

\
 

, 

' 

、

る
3

と
大
で
ぁ
る
。
こ>
 
に
原
料
•
食
料
の
，供
給
に
つ
い

.て
-

g
r

み
な
ら
ず
、
通
商
關
係
の
增
大
を
通
じ
て
、
植
民
地
べ
の
、依
存
度
の
增
加 

';
/

,

.

,
を
指
摘
す
を
>
と
が
可
能
で
扣
る;°
又
軍
事
的
に
.も
植
路
地
原
住
，民
の
.軋
事
的
協
ヵ
の
確
保
が
ン
植
民
帝
國
全
體
の
亂
防
的
觀
點
ょ
り
見 

ン
'
■

て
道
要
な
'る
こ
と
、
旣
に
今
次
大
谶
の
體
驗
の
敎
ふ
る
所
で
為
る
0

.*
、

，

.

：

.

，'.
、
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へ

へ

か

く

し

て

、
一,方
に
お
ぃ
，て
嘗
て
の
對
植
民
地
帝
國
主
義
的
强
壓
政
策
の
排
_除
於
求
め
ら
れ
る
侉
ら.
他
方
に
お
い
て
、
現
實
の
要
顧
故
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本
賊
植
民
地
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,速
携
，の
緊
密
化
务
耍
望
ぜ
：し
め
る
ズ
ご
か
承
盾
を
解
決
す
ベ

I

か
象
の.
一
は
、

」

何
ょ
り
も
先
づ
#.
本
既
の
採
る
銃
治
政
策 

の
故
變
’re
な

く

，て
：
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 ら
な
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こ

、
，に

提

起

せ

ら

れ

た

^

^

に
關
.ん

い

各

植̂

本
國
の
統
治
政
策
.改
訂
の
方
向
に
づ
い
て
縷
述
を
避
け
*

三
つ
の
代
表
的
植
民
國U

る 

,英
ノ
佛
•
!«

に
'
つ

.̂

て
戰
後
の
概
況
を
傅
へ
る
に
也
め
度
い
。

• 

’
、 

. 

' 

、

C

ィ
％
^

ス〕

.
、.ィ
ギ
リ
ス
齋
來
の
、植
民
，地
銃
，治
政

^

が
、
自

治

主

義

々

以て
原
微
と
し
て
來
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
扣
る
0
,
し
か
も 

マ

九

〇

七

年

の

英

滞

同

會

讓

以

來

'そ
•
の

具

備

的

志

向

比

所

謂

T

帝

阈

的

結

合

J.

の

强

化

にあ
り

、

と
く
に
，

I

九

一

一

九

年

の

世

界

恐

機

、 

:
オ
タ
，
ヮ#

議
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1
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そ

し

て

こ

，
の

-
結
合
令
支
へ
る
支
甚
こ
そ
は
:\

世
界
に
輝
た
る
大
海
軍
カ
"

大
海
運
力
に
基
礎
を
_

く
所
の
世
界
商
業
力
の
掌
揾
夂
. 

尨
大
な
相
外
資
產
に
ょ
る
阀
際
的
な
金
融
支
配
力
で
あ
，つ
た0

.
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，
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.

，
第
P

次
大
戰
に
お
げ
る
ィ
ギ
リ
ス
，の
莫
大
な
戰
費
安
出
は
、
國
內
經
濟
カ
損
雜
に
加
ぇ
て
苣
額
の
在
外
資
產
の
削
減
、を
餘
儀
な
か
ら
し 

め

た

。

例

へ

ば

パ

九

，
三
，
九

年

五

月

丨

I

 |

九
四
五
年
六
月
に
至
るf

の
ノ
在
外
資
産
削
減
總
額
は
四
十一
億
九
千
八
荏
萬
镑
と計
上

さ
 

-
れ
、
，こ
れ>

戰
前
®
 >

五
十
億
磅
と
推
定
せ
ら
れ
た
在
外
總
資
產
の
殆
ん
ど
全
部
に
远
敵
し
た
。
.,,

,-

加
之
.
，武
器
货
與
法
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
ょ
り
这
親
の
借
入

(
一

三
五
僚#y

を
行
ひ
、‘又
カ
ナ
ダ
ぃ
瀑
洲
、
印
度
等
の

^-
國
內
諸
邦
に 

對
し
總
额
卄
九
億
に
上
る
偾
務
を
負
檐
し
ぢ
こ
の
事
實
は
，
い
ふ
ま
で
も
な
く

#

界
經
濟
に
お
対
る
ィ
ギ
リ
ス
の
地
位
の
抵
，下
を
意
味 

,

レ
.

且
つ
又
こ
，れ
；に
代
る
ア
メ
リ
カ
の
優
佐
と

「 -

帝
國
的
結
合」

，の
1曼

>.
'

の
弛
綏
を̂

容
と
し
た
;°

米
英
金
胁
協
定(一

九
尝
年
个
ニ 

.

月
成
立)

に

蕺

づ

、

®

額
の
對
米
借
款
に
對
す
る
，代
償
條
件
と
し
て

.の
帝
國
特
惠
制
の
廢
棄
は
、-イ
ギ
r

ス
匕
.と
つ
て
‘の
痛
棒
と
し
て

'

ノ
： 

：
評
價
せ
&
れ
.|
,
。
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ィ
ギ
リ
.X

本
葡
自
踏
の
經
濟
力
の'®
減

^

办
，に
各
自
治
領
、
植
另
地
等
の
經
濟
掷
地
位
の
上
昇
乃
至
は
植
民
地
民
族
運
動
の
織
烈
な 

'

る
！̂

に
直
面
し
て
ベ
キ
リ
ス
の
售■

故
政
策
は
當
,

變
改
>

期
待
せ
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
の
經
過
に
お
ぃ
、
て
登
、

そ

れ

は

嘗
て
の 

,

*

へ
、

' 

自
治
主
義
を
數
步
前
進
せ
し
め
、
可
能
な
服
り
、
獨
立
國
、
自
治
領
へ

.の
地
位
の
向
上
を
許'^
助
成
し
、
、
こ
，

^

ら
を
友
邦
國
と
し
て
•の 

’
へ

地

位M

お
ぃ
て
、
大
き
くT

帘
國
的
結
合J

の
枠
內
に
存
匿
せ
ん
と
の
方
向
を
俅
办
つ
、
叔
る
か
の
如
べ
で
あ
る

。

,

“

，
}

,

バ

，
こ
の̂

-

に
®

し
■
豫
T

よ
り
反
帝
國
主
美
肩
植
民
政
策
を
提
唱
し
來
つ
た
ィ
T

ス
勞
饊
黨
の
植
思
政
策
-と
し
て
は
こ
少
く

と

も

理
論 

ノ、

的には、帝國義的政喋の

-排
除
と
、
社
會
せ
義
原
刖
の
英
帝
國
全
般
へ
の
適
用
が
考
慮
せ
ら
⑴

て
ゐ
る
と
尊
へ

®,

ぃ
S

換
言
す
れ 

'/

丨
、

ば

自
*

と

ザ

等

、を

历

只

と

す

る

一

‘
つ
0

模
範
的
な
國
條
社#

の
形
成
が
目
標̂

さ
れ
.ノ
.
.：こ

の0-
的
の
た
め
に
後
進
國
の
獨
立
が
企
圖
せ 

/f
ぐ

' 

’；

4

る
。
し

か

し

ぞ

、
現
贺
の•推

移

は
./
,(

-
>勢
働
黨
と
雖
も'
自
ら
進
ん
で
.
英

帝

國

の

結

合

を

震

よ

り

解

體

せ

し

め

る

霞

の

な 

、
.

ハ

き

こ

と

0

0
上
述
の
根
本
方
器
、
洎
治
程
度
高
き
聲
に
逾
用
さ
^

;
未
開
，地
域
は
軍
事
的
、
經
濟
的
に
樞
要
な
地
域
に
っ
、，
て
は 

,
’

'-
自
ら
別
個
-の
§

扱
が
採
用
さ
れ
つ
、
あ
る
こ
と‘.
を
漸
次
明
ら
か
な
ら3
)̂
;

?

あ
る
。
'
, 

 ̂

.

.

一
，
い
.
、

.

こ
の
事
は
、
-

戰
後
の
ィ
ギ
リ'
に
^

る
植
犸
地
開
題
處
理
の
個
々
■の
事
例
を
檢
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
ゾ 

\

概
括
し
て
、
，'そ
の
統
霭
策
は
各̂

實

,«

酿
ち(

ネ)

列
國
の
勢
ヵ
關
係
，

(

ニ

經

濟

的

利

益

S

重
、'ベ

<! ;
.事

的

利

害

の

有
 

海
.

X

ゲ

民
度
の
高
嗰
、
c
ホ)

民
族
運
勝
'の

通
'旁
の
諸
倐
！

：

を
配
慮
し
て
、
妥
協
、
譲̂

-
,存
續
、
私
瘸
張
等；

々
極
め
て
弾
力
的
な、
 

,
,
V

,

-

.良勢
の
裡
に

,111
#
政
治

1.
經
挪
の
動
向
と
の

,*
«の
'

§

を
主
脱
と
し
て
、
，
巧
み
に
運̂
^
れ
つ
.
\あ
る
。
そ
の®
本
の
意
圖
が
、
從
'

;
/:
v

, 

の
自
卞
湯
の
敷
延
に
よ
及
、
本
國
と
の
友
邦
的
な
親
靡
關
傲
'の
s

f

通
；

P

て
、
-
尹
リ
寬
姿
観
點
よ
り
、す̂

「

帝
國
的
結
合」

の

'

.

f 
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蒙
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せ
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た
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植
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植
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け
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潋
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否
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で
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非
常
な
困
難
に
富̂
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ら
れ
て
6

致
方
あ
る
ま
い,0
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必
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的
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シ
ド
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お
い
ぞ
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出
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し
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し
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共
和
國
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て
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伙
部
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國
抗

‘矫
が
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け
ら
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て.ゐ
る
7

そ
れ
は
：數
個
‘の
自
治
國
へ
の
分
割 

欲
-治
を
內
容
と
す
名
本&

イ
ン
f

ゾ
ナ
蓮
邦
案-(

後
.に
連
盟
に
改
組

〕

を
拒
否
し
で
ノ
、
如
ス
と
も
^
^
、

ト
ン
ギ
ゾ
及
び
交
趾
文
那
を
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。
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介
入
が、
、
' 問

變
j
Tf

複
雜
な
ら
し
め
て
み
る
。
國
際«'
民
地
的
领
同
の.濃
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。
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介
に
ょ
名
||

地
會
談
ん
.^;
»

^

ニ.月
>

に
ま
で
進
展
し
た0丨

, 

' 

か
く
て
オ
ラ
シ
ダ
诚
府
は
霞
策
を
講
じ>

C
T
>
1
兀
全
自
治
、
?;
:
!共
通
市
民
權
か
設
定-(

y
l

罵
主
的
行
政
，
•
立
法
機
關
CP

組
織
、 

(

四)

^?

來
の
ス
テ
丨
タ
ス
の6
主
的
決
_

を
提
案
し
.た
が
、
安
結
を
見
る
に̂
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に

そ

の

，
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ド
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グ
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へ
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侧
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圍
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自
治
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■自
治
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Q

設
立
或
は
/
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ャ
Y
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rt

に
お
け
る
，ス̂

ダ
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分
離
運
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持
東
に
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さ
れ
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が
机
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分

割
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採
用
の
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辦
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が
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ぇ
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國
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介
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な
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現
實
の
推
移
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過
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期
の̂
間
敗
邦
政
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に
級̂
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オ
ー
フ
ン‘ダ
側
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提
案
を
め
ぐ
つ
て
惡
轉
し*
蘭
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ィ
兩
軍
は
七
月
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一
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日
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期
し
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狀
態
亿
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し
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そ
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決
に
は
贫
•

象
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俟
つ
の
外
な
し
と
見
ち
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て
ゐ
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が
.
か
く
阈
際
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の
仲
介
を
不
可
避
と
す
る-M
、
加
ぇ
て
前
記
の‘社
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的
不
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が
ぃ
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び
嘗
て
の
分
割
銃
治
の
巧
妙
な
宇
段
と
し
て
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さ
れ
^,
け
れ
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幸
で
あ
る
。
イ
ン
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シ
ア
共
和
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思
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概
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各
本
國
に
よ
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途
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決
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て
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り
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植
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中
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の?:
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は
、
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濟
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ぁ
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つ
叉
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カ
な
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濟
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す
ィ
ギ
リ
ス
投
資
カ
の
旣
成
勢
力

•

と
く
に
印
度
準
備
、銀
行
以 

下
近
悅
的
銀
行
ぎ
通
じ
て
，
の
そ

.の
凌
融
'的
支
配
汸
の
掌
握

; ^

擧
げ
な
く
て
は^ -
ら
ぬ
。
第一,1

に
礙
礙
の
ィ'
ギ

リー
ス

經
濟
振
興
の
根
幹
條
件 

A
i
H
E

さ
れ
る
輸
出
振
腾——

^

外
市
場
首
保
ぬ
欲
求
が

V

廣
大
な
市
獸
を
包
藏
す
る
霞
印
度
に
絕
大
な
利
害
と
關
心
と
見
出
す
こ
と
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.第
三
に
戰
時
中g

s

度
重
工
業
と
り
ゎ
对
箪
需
エ
象

(

航
空
機
、
自
動
車̂

>

の
勃
興
•は
‘、
ア
メ
リ
カ
資
本
め
援
助
に
負
ふ
所
大
で
あ
つ 

-?
:
,こ
と
，パ
並
び
に
第
四
に
戰
時

^

の
來
印
•質
易
は
、
英
印
貿
易̂

凌
い
だ
と
い
書
實
は
、
戰
後
の
英
帝
國

f

惠
制
の
廢
棄
と
も
思
ひ
併 

せ
て
、
今
後
益
々
ア
メ
リ
カ
の
印
度
に
對
す
る
投
*.

的
、*
市
場
的
の
關
心
を
深
か
ら
し
め
る
も*の
と
想
定
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れ
る
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さ
ら
に
第
五
に
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復
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資
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敢
態
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國
際
策
興
開
秦
銀
行
卜
通
じ
て
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ョ
ダ
多
べ

\
ア
メ
リ
カ
に
依
爷
せ
ざ
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を
得
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ら
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3
と
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想
被‘、
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ア
メ
リ
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資
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勢
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の
進
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の
途
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く
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資
オ
る
ふ
思
は
れ
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條
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肩
本
ガ
外̂

諸
勢
ヵ
め
越
ヵ
の
前
欠
、
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て
'の
中
1

5

け

袁

如

く

ン

貢

辨

华
.̂

こ
是
け
れ
ば
幸
«,

でV

る
。
U

か
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今
囘
办
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韵

ィ

ン
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ド

の

成

ぶ

が

 

'そ
れ
，に
よ
ぺ
ズ
前
述
の
經
濟

'̂

地
盤
ぬ
分
割̂

も
隨
伸
す
る̂

解
さ
れ
る
以
上
、
こ
の
事
ゆ
何
ょ
办
も
印
度
の
實 

質
的
獨
位
に
對
し7:
の

ニ

尤

制

好

で

ぁ

，
る

^

と
、を
ぞ
慮
し
な
け
か
ば
な
ら
な
い
。
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设
ト
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纖
後
の
植
民
地
開
題
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觀

勢

暮
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證
と
し
て
、
印
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八
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嘗
て
の
代
表
的®-
民
地
國
よ
る
大
英
帝
國
內
の
寶
庫
た
る
一
員
.±
,办
*

過
去
永
き
£.

旦
る
辩
壓
服
者
の
地«'
を
脫
し
て
、̂

ぐ
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，
獨
立
を
成
就
せ
ん
と
し
て
ゐ

v

る
實
情
0
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〕

こ
の
地
に
お
け
る
民
族
運
動
は
，、
、長
く
激
し
い
歷
史
的
背
最
を

^

つ
、
こ
と0 

'

.g

て
、著

し

く

管

ら

れ

た

n
，

と
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'力
く
て
統】

肩
獨
立
の
機
運
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力
乍
ち
、
民̂

S
、
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會

的

不

統

一、

が
、
、結
局
、に
お
い
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分
割
例
獨
立
へ
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遠
を
採
ら
し
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•
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と
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そ
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概

ね

囊

階

，に

お

对

る

世

坭

-*

民
他
間
題
の
所
在
點k

つ
い
.マ
具
體
的
事
例
を
展
示
しT
ゐ
ーf

の

と
見
で
成
か
ら
ぅ
。
か
く
て

-
S

度
の
獨
立
は
、f

ら
か
に
戰
後
の
植
民
地
，解
敗
運
動
荀
進
办
過
程
に
お
い
て
，、
そ
の
意
義
を
高
く
評
質
せ
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，
ら

れ

て

然

る

ベ

き

，
で

‘は
ぁ
る
が
、
そ
れ
が
現
時‘
'の
國
際
的
環
境
の
下
に
，お
い.
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國
際
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合
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h
し
て
順
調
に
震
を
遂
げ
得
る
や 

否
や
、
或
は
又
麵
勢
カ
の
歷
通
の
嘯
に
：
种
び
半
獨
立
國
乃
，至
半
猶
坭
地
的
地
位
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〈

の#

遐
を
餘
儀
な
ぐ
.せ
レ
れ
る
惧
れ
な
し
と
し
な 

い

で

^

^

^

か
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耍
は
今
策
の
⑩
度
人
全
髋
の
努
カ
に
係
る
と
は
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へ
、
、そ
の
歸
趨
は
疋
に

1«
.
\界
植
民
地
問
題
全
般
の

.歸
趂
$
卜
ふ
觀
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ょ
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て
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二

'
上
の
印
度
の
廣
に
示
さ
れ?:
.ィ
ギ
リ
.
ス
め
#

し
ヤ
ゅ
き
汸
->
1

こ
か
ら
し
1'
M

し
新
ル
6

音
«-

ホ
義
.の
襁
I

が
引
'か
/1
1

'
さ
れ
る
か
の
如 

く
で
あ
を
。「

敵
-

g

的
な
帝
阈
領
土
ょ̂

^
友
阶
的
-̂

獨
立
阏」

„七
は
、.*
戰
後
ィ
，ギ'
リ
ス
の
瑪
救
的
な-1
|
1
:界
政
策
を
#

す
る
邡
念
で
あ
ら
，
 

ぅ
。
確
か
にV

ギ
リ
ス
と
し
て
、
今
！
1

の
耻
度
獨
立
容
認
を
は
じ
仍\

ビ
ル
マ
、-
坟
及
：
ト
ラ
ン
、ス
ョ
ル
ダ
；

^
等
の
獨
立
促
跑> 
或
は
そ 

の
他
ひ
聽
沽
方
釙
の
適
用
は
、
筲
て
の
抑
魈
政
策
に
對
す
る
极
木
的

1

改
訂
を
意
味
す
る0
ご
の
舨
は
異
論.な
い
-と
し
て
も
、
そ
れ
が. 

r

带
i

wt

結
合
1

の
全
而
的
解
體
を
、
：
自
ら
進
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
風
ね
，て
强
調
じ
て
火
過
あ
る
ま
い
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,
蓝
し
相
次
い
で
印
；
誕
す
べ
き
新
獨
立
諸

1
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、
ト
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_

に
は
そ
の
他
の̂
{
:
1治
領
と
共
に
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ィ
ギ
リ
ス
に
と
つr
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j

M密
な
る
政
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的
.
.、
經
濟
的
協
力■
儼
に
立
つ
と
(0

確
?:

ズ0>
.|-
|
ル
透
し
と
期
待
を
抱
持
し
て
诹
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
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今
後
は
中
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し
て
友
好
的
市
場
と
し
て
の
こ
れ
ら
領
域
の
確
做

.に
、
强
い
願
望
を®
ま
し
む
る
こ
と
、
.撒
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お

摘

す
t

で
も
な
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し
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を
の
程
度
に-お
い
て
多
大
の
懸
隔
を
尕
す
と
は
“

へ

-̂

フ
デ
ン
’
ス
へ
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
に

』
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~

阶
-

同
じ
方
向
へ
の
進
展
は
不
•可
避
で 

あ
ら
ぅ
.0
そ
れ
は
明
ら
か
に
戰
後
のP5
I

際
環
境
、
阈
際
的
思
湖
の
流
れ
に
沿
ふ
所
以
に
外
な
ら
な
い
。
、
扒
く
し
て
い
づ
れ
の
植

W木
！
： 

も
、
各
桢
风
地
と
の
間
の
倘
训
的̂
關
聯
忆
お
，い
て
の
み
、
植
代
地
間®
9
极
本
的
解
決
を
訂
り
ぇ
な
い1。
®

ち
蝕
述
の
如
く
、
现
段
階 

に
お
け
る
植
狀
地
間&
は
、
正
に
刚
際
的
规
模
に
故
い.て
：こ
そ
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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濟
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明
確
に
向̂

じ
て
ゐ
右
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雄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
：
^

し
か
も
そ
の
裏
面
に
お
い
て
、
絶
大
な
經
濟
條
力
の
保
打
は
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逆
に
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外
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埸
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依
作
度
の«
大
を
通
じ
て
、-海
外
市
場
0,

躺
版
に
緊
切
な
利
寄
を
感
じ
乍
ら
も
、
耽
て
植
民
地
的
領
域
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咐
大
•
確
保
を
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と
レ
な
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强
カ
な
も
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で
あ
る
と
の
判
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が
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さ
れ
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郎
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ア
メ
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ヵ
办
經
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嘲
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械
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對
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邦
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'却
：
論

的

立

，場

か

レ

植
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地
、
半
植
码
地_

の
解
放
運
動
を
支
，持
へ
援
助
し
、
謂
はV
同
好
阈
の
述

設
に
努
力
中
で
あ
る
。
か
く
し'て
米
*

ソ
ニ
大
阖
の
1«
:
界
政
策
の
桁
汞
す
る
と
こ_ろ
は
、
上
述
の
線
に
沿'ふ
限
り
に
お
い
て
"

世
界
植
民 

、
ノ 

- 

' 

' 
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ー
地
の
明
る
い
將
來
を
約
來
す
る
も
の
と
い
‘
へ
ょ
ぅ
。
し
か
し
乍
ら
ノ
わ
れ̂
^
は
索
ょ
り
か
、
る
傾
向
の
相
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に
ょ
つ
て
刺
斷
を
急
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で
な
い
。
，* 
:
 

, 

•

;

. 

, 

-

■

諸
資
#

主
義
|4

の
利
密
の
鎅
綜
す
る
所
で
は"
.依
然
と
し
亡
相
亙
の
麼
擦

•
對
立
(D
#

す
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
中
朿
に
お 

'
け
る
^

油
獲
得
戰
の
如
き
、
垴
も
典
型
的
な
例
で
あ
る
,0

文
肩
別
的
に
見
で
も
、
例
へ
ば
ィ
ギ
リ
ス
■
の
ボ
不
オ
に
お
け
る

r
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轄植
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ハ
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ワ
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び
犯
ボ
ル
ネ
オ
の
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或
ば
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ン
ガ
。ホ
ー
ル
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Q
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能
統
^

持

等

は

、
、

•
-い

づれ
も
賊
述
の
方

In
]

え
は
反
I

舊
^

制
維
持
の
線
に
連
る
も
の
で
！

、
又
國
連
合
に
ょ
る
信
託
’統
治
制
の
諸
'現
^:
に

お

け

る

戰

略

地

域

が

單

獨
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託
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承

認
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旣
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ァ
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摩
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統
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力
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託
統
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に
お
い
て
相̂
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融
和
の
態
勢
を
進
め
乍
ら
も
、
他
方
に
お
い
て
時
依
然
と
，し
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^
立
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黯
を
殘
ず
と
■

多
れ
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^
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之
社
堇
義
靨
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對
立
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摩
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實
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t
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事
情
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展
開
に
當
面
し
て
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世
界
の
植
民
地
と
し
て
は
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メ
與
へ
ら
れ
，

.た
政
治
的
地
位
に
安
，
J

滿
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感
を
見
出
し
て
進
歩 

を

社

れ

又
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へ

ら

れ

た

地

位
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課
る
ょ
ぅ
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こ
と
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；
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な
ら
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と
し
て
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近
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化
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押
し
進
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國
家
と
し
て
の
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治
的•
經
濟
的
地
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築
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と
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で
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的
な
S

を
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本
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針
と
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で
進
ま
な
け
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ら
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向
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胃
に
し
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實
質
的
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皇. 
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蜃
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の
如
何
で
あ
ら
ぅ
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运
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濟
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概
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參
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近
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沖
間
政
府
が.米

、
英
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に
そ
の
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方
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し
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れ
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現
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と
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.か
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る
傾
肉
の
進
展
は-
を
の
基
本
、に
お
い
て'、
戰
時
中
各
植
民
地
に
，お
い‘て
進
め
ら
れJU

各
地
.原
住
圾
の
貧
困
化
と
そ-の
大
衆
的
利，

,

害
の
ー
，致̂

通
'ぎ
> 

戰
後
の
獨
立\

瓶
放
獾
動
に
際
し
て
共
既
戰
線
の
形
成
を
導
く
に
至
つ
た
■

->
め
と

/#
さ

れ

る
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こ
の
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に
つ
い
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は
、
戰
時
を
通
じ
て
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き
れ
た
ソ
連
设
族
政
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の
成
劝
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就
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多
民
族
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家
と
し
て
の
‘ソ
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邦
の
輩
固
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民
族
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、
.
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民
地
民
族
の
ソ
連
邦
に
對
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賴
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す
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し
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實
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で
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允
い
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仁
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.れ
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し
て
贅
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植
民
雄
に
と
つ
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澍
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慠
ょ
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の
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、
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物
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に
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つ
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守
り
育
て
，る
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と
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現
實
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課
題
と
な
皮
來
つ
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の
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な
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に
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つ
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^H

勢
ガ
の
利
用
對
象
と
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
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ら
す
、
新
獨
党
國
は
い
づ
れ
も
苒
び
分
割
統
治
の
犠
牲
に
瞳
す
る
こ
と
な
き
様

>、
先
づ
自
ら
戒
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
魏
述
の
如
き
：

.
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本
國
勢
力
に
ょ
る
新
へ
超

)

帝
國
、玉

義

政

策

の

適

用

に

對
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常

，に
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く
そ
の
本
態
を
兑
究
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問
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植
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。
，洵
に
戰
後
に
お
，け
る
植
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膦
請
料
は
發
资
所
宛
ぉ
拂
込
み
下
さ
い 

o

誌
代
變
觅
®
場
合
は
精
箅
決
濟
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應
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